
常 任 委 員 会 報 告
　６月18日の本会議において、各常任委
員会に付託された議案審査は、慎重な審
査の結果、全議案について可決した。

 

総
務
常
任
委
員
会
（
６
月
21
日
）

質
問
「
議
案
第
43
号
小
城
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
が
22
万
円

か
ら
24
万
円
と
増
え
て
い
る
が
、
医
療
給
付
費
分
と
介
護
納
付

金
分
は
い
く
ら
か
。
ま
た
、
賦
課
限
度
額
の
合
計
は
前
年
と
比

べ
て
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁
医
療
給
付
費
分
は
65
万
円
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課

税
額
は
、
改
正
前
が
22
万
円
、
改
正
後
が
24
万
円
、
介
護
納
付

金
分
は
17
万
円
で
、
賦
課
限
度
額
が
1
0
4
万
円
か
ら
1
0
6

万
円
と
な
っ
て
い
る
。

質
問
議
案
第
49
号
佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て
、
資
格
確
認
書
等
と
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
こ

と
か
。

答
弁
資
格
確
認
書
は
、
今
の
保
険
者
証
と
同
じ
よ
う
に
使
用

で
き
る
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
も
っ
て
い
な
い
人
に
発
行
す
る
も

の
で
、
資
格
確
認
書
等
に
あ
た
る
と
こ
ろ
は
、
資
格
情
報
の
お

知
ら
せ
と
い
い
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
も
っ
て
い
る
人
に
発
行
す

る
も
の
に
な
る
。

質
問
被
保
険
者
証
が
改
正
で
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
紙
の
被

保
険
者
証
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
弁
被
保
険
者
証
は
な
く
な
る
が
、
同
じ
大
き
さ
の
資
格
確

認
書
が
発
行
さ
れ
る
。

質
問
「
議
案
第
53
号
令
和
６
年
度
小
城
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）
市
民
協
働
推
進
費　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

に
つ
い
て
、
集
落
の
要
望
が
あ
っ
た
ら
追
加
の
申
請
を
受
け
る

の
か
。

答
弁
４
月
の
区
長
会
で
、今
年
度
に
申
請
を
さ
れ
る
地
区
は
、

６
月
末
ま
で
に
相
談
を
し
て
ほ
し
い
と
説
明
を
し
て
お
り
、
今

年
度
、
申
請
の
受
付
を
し
て
、
件
数
が
４
件
以
上
と
多
い
場
合

は
小
城
市
で
審
査
会
を
開
い
て
、そ
の
後
、自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

か
ら
採
択
を
受
け
た
ら
、
来
年
度
の
こ
の
時
期
に
予
算
化
を
し

て
、
整
備
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
議
案
第
43
号
」
及
び
「
議
案
第
49
号
」
に
対
し
て
反
対
討
論

が
あ
っ
た
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
（
６
月
25
日
）

質
問
「
議
案
第
45
号
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
（
令
和
６
年
度
小
城
市
一
般
会
計
補
正
予
算

第
１
号
）（
新
規
）
令
和
６
年
度
物
価
高
騰
対
策
給
付
金

事
業
」
に
つ
い
て
、
対
象
世
帯
数
は
。

答
弁

今
の
課
税
状
況
、
転
入
等
の
余
裕
世
帯
を
含
ん

で
８
５
０
世
帯
を
見
込
ん
で
い
る
。

質
問
「
議
案
第
48
号
小
城
市
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」
に
つ
い
て
、
今
の
と
こ
ろ
小
城
市
に

影
響
は
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
影
響
す
る
見
通
し

は
あ
る
か
。
ま
た
、
最
低
基
準
が
守
ら
れ
な
か
っ
た
場

合
は
罰
則
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁

０
，１
，２
歳
児
を
預
か
る
家
庭
的
保
育
事
業
は

自
宅
で
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
３
歳
児
以
上
の

受
け
入
れ
は
市
内
の
園
で
対
応
し
た
い
。
た
だ
、
こ
ど

も
家
庭
庁
か
ら
は
小
規
模
で
も
３
歳
児
以
上
を
受
け
入

れ
る
よ
う
通
知
が
あ
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
体

制
が
必
要
に
な
っ
た
時
は
考
え
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

児
童
福
祉
法
で
基
準
を
定
め
る
よ
う
規
定
さ
れ
て
お
り

条
例
で
定
め
て
い
る
が
、
罰
則
規
定
は
な
い
。

質
問
「
議
案
53
号
令
和
６
年
度
小
城
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）」
に
つ
い
て
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
で
施
設
整
備
を
行
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
充
分
な

設
備
や
環
境
が
担
保
さ
れ
て
の
８９
万
４
千
円
の
減
額
か
。

こ
れ
か
ら
空
調
等
の
不
具
合
が
出
て
く
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
の
で
、
よ
り
よ
い
環
境
整
備
に
は
充
分
注
意
を

払
っ
て
ほ
し
い
。

答
弁

予
算
流
用
を
行
い
整
備
し
、
今
の
と
こ
ろ
設
備

と
し
て
は
担
保
で
き
て
い
る
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
６
月
24
日
）

質
問
「
議
案
第
47
号
小
城
市
過
疎
地
域
に
お
け
る
固
定

資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」
に
つ
い
て
、
減
免
を
受
け
ら
れ
る
業
種
や
固

定
資
産
と
は
。
ま
た
令
和
６
年
３
月
ま
で
に
減
免
処
置

を
受
け
た
件
数
と
は
。

答
弁

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
を
目
的
に
対
象
地
域

に
お
い
て
、製
造
業
、旅
館
業
、農
林
水
産
物
等
販
売
業
、

情
報
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
業
種
で
設
備
を
取
得
し
た
時

に
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
の
適
用
を
受
け
る
。
資
産

と
し
て
は
、
土
地
・
建
物
・
家
屋
・
機
械
及
び
装
置
な

ど
の
償
却
資
産
と
な
っ
て
お
り
、
実
績
と
し
て
は
１
件

あ
っ
た
。

質
問

議
案
第
50
号
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
前
満
江
鉱
害
ポ
ン
プ
排
水
施
設
維
持
管
理
事
業
１
号
ポ

ン
プ
設
備
等
改
修
工
事
）
の
工
事
を
始
め
る
期
日
は
。

答
弁

議
会
の
議
決
を
受
け
て
か
ら
の
契
約
、
そ
の
後

施
工
に
入
る
。

質
問

議
案
第
51
号
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
芦
刈
鉱
害
排
水
機
場
維
持
管
理
事
業
三
王
崎
排
水
機
場

１
号
ポ
ン
プ
設
備
等
改
修
工
事
）
前
満
江
鉱
害
ポ
ン
プ

と
能
力
は
同
じ
だ

が
契
約
額
に
４
千

万
円
ほ
ど
違
い
が

あ
る
理
由
は
。

答
弁

メ
イ
ン
の

工
事
は
同
じ
だ

が
、
三
王
崎
排
水

機
場
は
自
家
発
電

装
置
を
新
設
し
て

い
る
。

▲三王崎排水機場　№1ポンプ（全景）
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